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( 科目コード：8910320007AE)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】総合化学演習 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・2 年次
【担当教員】

藤野 正家
辻 和秀
平 靖之

【授業目標・教育方針】
復習と解説、および演習問題を解くことを通して、物理化学の基本事項を理解し、種々の問題に応用できるようにす
る。

【授業概要】
物理化学の三本柱である構造論、エネルギー論、反応論の各分野から基礎的で重要な事項を選び、復習をかねた解説
を行う。そして、これらの事項に関連した演習問題を解き、解き方、考え方の解説を行う。さらに、演習問題を宿題
として出し、確実な理解を促す。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：物理化学演習〈2〉―大学院入試問題を中心に：染田清彦：東京化学同人
参考書：物理化学演習：荻野一善他：東京化学同人
参考書：物理化学演習：森　健彦・関　一彦：岩波書店
参考書：演習　物理化学：渡辺　啓：サイエンス社
参考書：新物理化学（上・下）：坪村　宏：化学同人
参考書：物理化学（上・下）：マッカーリー＆サイモン：東京化学同人

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【備考】
【事前に行う準備学習】物理化学特論Ｉ、II、III で学んだ内容をよく復習しておくこと。

【成績評価方法】
［前期］レポート 40%、小テスト 60%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力
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【授業計画】（授業名：総合化学演習 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 化学反応速度（１） 化学反応の速度則と速度定数の意義について解説し、
演習問題を解く。

レポート

第 2 回 化学反応速度（２） 反応機構を仮定することによって解析する問題につい
て解説し、演習問題を解く。

レポート

第 3 回 原子構造 量子論の基礎、原子の電子状態について解説し、演習
問題を解く。

レポート

第 4 回 分子構造 等核２原子分子、異核２原子分子、およびパイ電子系
の分子軌道法について解説し、演習問題を解く。

レポート

第 5 回 結晶構造 結晶の構造、Ｘ線回折について解説し、演習問題を解
く。

レポート、小テスト

第 6 回 熱力学第一法則 内部エネルギー、エンタルピーなどについて解説し、
演習問題を解く。

レポート

第 7 回 熱力学第二法則 エントロピー、自由エネルギー、化学ポテンシャルに
ついて解説し、演習問題を解く。

レポート

第 8 回 相平衡 クラペイロン－クラウジウスの式、ラウールの法則に
ついて解説し、演習問題を解く。

レポート

第 9 回 化学平衡 自由エネルギーと平衡論について解説し、演習問題を
解く。

レポート

第 10 回 電離平衡 電解質溶液の電気伝導について解説し、演習問題を解
く。

レポート、小テスト

第 11 回 気体分子運動論 気体分子運動論について解説し、演習問題を解く。 レポート
第 12 回 統計力学（１） 場合の数、エントロピー、ボルツマン分布などについ

て解説し、演習問題を解く。
レポート

第 13 回 統計力学（２） 分配関数と熱力学量などについて解説し、演習問題を
解く。

レポート

第 14 回 量子化学（１） 分子の振動と回転や分光学について解説し、演習問題
を解く。

レポート

第 15 回 量子化学（２） 近似法（摂動法と変分法）について解説し、演習問題
を解く。

レポート、小テスト
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